
山田・松田研究室

家電機器をスマートに使用するための統一電源プラグ・システム
家庭での電力利用の現状 直流機器を使用するための電源アダプタ 外出先での電力利用の現状

ICチップによる機器の所要電力情報認識の仕組み システム構成 統一電源プラグ・システムの適用先

家電機器のヘルスモニタリング小型電気機器利用の将来ビジョン 高齢者の見守り（安否確認）

家庭での電力利用の問題点 交流送電になった経緯 直流機器用統一電源プラグのアイデア
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家電機器の所要電力(DC)と配電電力(AC100V)とのミスマッチが顕在化

そのため、小電力機器には機器固有のAC電源アダプターが必要

出張や旅行時には、機器と共に電源アダプターを持ち歩かなければなら
ない煩わしさ

電源アダプターは機器固有のものであり、機器の廃棄と共に使い捨て

太陽光などの再エネ発電の場合は DC→AC100V→DCの2段階の変換を
伴うため、電力利用効率が特に低い

近年の家電機器はブラックボックス化され、異常や故障の発見が困難に

故障した場合は、基本的にメーカーでの修理か買い替えに



赤外光を用いる光無線電力伝送でスマホをスマートに充電
赤外光無線電力伝送とは? 赤外光無線電力伝送 各種無線電力伝送方式の特徴比較
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近赤外光を使う理由 赤外光は目に優しい 光源にLEDを用いた場合の電力伝送効率

近赤外レーザーによる光無線電力伝送 レーザーによる光無線電力伝送の可能性 スマホやタブレットPC等への無線充電

上空からのピンポイント赤外光電力伝送走行中のEVへの無線給電 宇宙からの赤外光電力伝送
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赤外光無線電力伝送の特徴

• 市販の安価なデバイスを使い、比較的長距離に電力伝送が可能
• 光源としてレーザーを用いれば、数百km先への大電力伝送も可能

(上空、あるいは宇宙から地上への電力伝送も可能)

• 目に見えない赤外光(特に波長1μm前後の近赤外光)を用いれば、
夜間でも周りを明るくすることなく電力伝送を行える(ダーク伝送)

• 赤外光は、目にも優しい(アイセーフ伝送)

• 発電に効果的に寄与する波長の光のみ送れば、受光器(PVセル)や
周辺の温度上昇も少ない(クールに発電)

• 電波による電力伝送とは異なり、EMI(電磁妨害)の影響は無い
• 接近不可能な(危険な)場所への電力伝送が可能(無線伝送に共通)

赤外光電力伝送の応用可能性

• 飛行中のドローンへの無線給電(充電)

• スマホ等への無線充電
• 走行中のEVへの無線給電(充電)

• 限定地域への上空からのピンポイント無線給電
• 太陽光の届かない深い谷や洞窟、極地への電力供給
• 危険地域への電力供給や、救難・災害対応など
• 夜間に宇宙からソーラーパネルへの送電



パーソナルLiDARで暗い夜道も安心
身の周りに潜む危険 パーソナルLiDARとは? 車載用LiDARとの比較

VL53L1Xセンサモジュール 製作したパーソナルLiDARの回路 動作アルゴリズム

検知可能範囲と距離確度製作したパーソナルLiDAR パーソナルLiDARの適用先

パーソナルLiDARによる歩行支援 LiDARのしくみ 製作したパーソナルLiDARの主要構成部品
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